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成果の概要／國府 寛司 

 

名称：理学への小・中学生の知的好奇心増進事業 

 

概要： 

事業をすべてオンラインで実施した。双方向型オンライン 1 件、オンデマンド型オンライ

ン 1 件、WEB サイト上での 19 本の動画を配信した。合計で 95 名の参加者と一般多数の

方々に動画を視聴いただいた。新型コロナ禍の中、オンラインでの実施を行うことで、理

学への知的好奇心の増進を行うことができた。 

 

１．事業の日時等 

(1) 京都府教育委員会との連携（双方型のオンライン取組） 

2021 年 2 月 18 日(木) 

南丹市立美山小学校 5・6 年生 45 名を対象 オンライン双方型 

 

（2）オンライン科学イベントへの出展（オンデマンド型のオンライン取組） 

2020 年 11 月 28 日（土）～12 月 13 日（日） 

     地域ふれあいサイエンスフェスタ 2020（亀岡市教育研究所） 参加者多数 

2021 年 2 月 13 日（土）～2 月 28 日（日） 

けいはんな科学体験フェスティバル 2021（精華町） 50 名 

 

(3) WEB サイトでの動画配信 

  2021 年 3 月 30 日（火）より 

動画配信用 WEB サイトを公開 

     https://sacra.sci.kyoto-u.ac.jp/online/movie/ 

 

2. 内容 

これまで、2017 年度より対面イベントを実施してきたが、2020 年度はコロナ禍の

中、すべての取組をオンラインでの実施に切り替えた。大きくわけて、3 種類の取組を

行った。 

 

(1)双方型のオンライン取組 

京都府教育委員会との連携のもと、南丹市立美山小学校と京都大学をオンライン TV

会議ツールの Zoom でつなぎ、適宜、会場と話し手とで質疑応答をしながら、進め

た。工作を実施し、事前に工作用の物品を人数分、宅配便で会場にお送りし、当日は

小学校の先生方にもご協力をいただきながら進めた。 



授業は、「光の不思議」というタイトルで、回折格子を用いた虹の実験、液晶テレビな

どにも使われている偏光板の実験を行った。これらの実験は、参加児童 1 人につき 1

セットいきわたるように準備し、児童が主体的に実験を行えるようにした。 

 

(2)オンデマンド型のオンライン取組 

WEB サイト上で配信される動画制作および実験物品の作成を学生が行った。亀岡

市教育研究所による地域ふれあいサイエンスフェスタ 2020 では、「虹の秘密を探ろ

う」というタイトルで約 4 分の動画を制作し、亀岡市教育研究所の WEB サイトで期

間中に参加者に公開された。 

 また、けいはんな科学体験フェスティバル 2021 では、回折格子と偏光板の児童配

布用の実験セットを大学生が準備し、フェスティバル事務局より各参加者の自宅に郵

送していただいた。フェスティバルの WEB サイト上に動画を準備し、各参加者は自

宅から動画のオンデマンド配信を観ながら、工作に取り組んだ。 

 

(3) WEB サイトでの動画配信 

  オンラインでの動画配信用 WEB サイトを構築し、2021 年 3 月 30 日（火）より動画

19 本の配信を開始した。 

 

WEB アドレス： 

https://sacra.sci.kyoto-u.ac.jp/online/movie/ 

 

 

3．成果 

多くの小学生に対して理学への知的好奇心の増進を行うことができた。本年度は、コロ

ナ禍の中、敢え無くオンラインでの実施となったが、その一方で対面での実施のみであっ

た本事業に、新たにオンラインでの理学への知的好奇心増進のための動画制作の枠組みを

追加することができた。 


